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短時間勤務でも社会保険加入対象へ

■週の所定労働時間が20時間以上 厚生年金保険の被保険者数
■所定内賃金が月額8.8万円以上
（※基本給及び諸手当をさします）
ただし、通勤手当・残業代・賞与等は含みません。

■2ヶ月を超える雇用の見込みがある
■学生ではない（※休学中や夜間学生は加入対象です）

上記条件に全て該当し、かつ厚生年金保険の被保険者数51人以上を雇用する事業主に雇用されている場合、加入対象となります。

できるだけ働く
社保加入

約200万円/年

無理しないペース
社保加入

約120万円/年

配偶者扶養内にこだわる
社保・税金なし

約100万円/年

20～30歳は会社員で年収約300万円
31歳で結婚して配偶者の扶養に入る

子どもが高校卒業したので
51歳から65歳まで働こうと思っている

168,000100,00084,000収入
月
額 26,71215,4170社会保険料 ※1

2,74000所得税 ※2

2,016,0001,200,0001,008,000収入
年
額 320,544185,0040社会保険料

1,662,5761,014,9961,008,000社会保険料・税金を除いた手取り

4,808,1602,775,060015年間払込む社会保険料

12,9007,400015年間加入による年金増加分（月）

厚生労働省「社会保険適用拡大特設サイト」から概算

やっぱり扶養内で働いて、社会保険には加入したくないかも

あくまでシミュレーションであり、実際の金額と異なる場合があります。
※1：厚生年金、健康保険（協会けんぽ大阪支部）、雇用保険の合計
※2：所得税の他、前年所得に対して住民税が別途課税されます。

で

2024年10月～
51人以上

2022年10月～
101人以上

2016年10月～
501人以上
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加入加入非加入

4,808,1602,775,0600

1,230,0001,180,000990,000

1,260,0001,210,000990,000

270,000220,0000

5,400,0004,400,0000

8,100,0006,600,0000

で厚生労働省「公的年金シュミレータ」から財団作成
https://nenkin-shisan.mhlw.go.jp/
表の数字は試算であり、実際の金額とは必ずしも一致しません。

「106万円の壁」は撤廃される議論がされています。
（2024年11月現在）今後、社会保険加入対象が、企業
規模に関係なく、週20時間以上勤務になるなど、社会の
変化（例：共働き世帯の増加）にあわせた制度改革がさ
れると、配偶者の扶養範囲は縮小の方向が考えられます。
「103万円の壁」「130万円の壁」についても改正の方
向で検討が始まっています。

今の手取りが減っても将来の年金額が増える分、A子さん個人はプラスにはなってるんですね。
※世帯で考えた場合は、配偶者手当対象かどうかなどによりプラスにならないこともあります。

30秒でわかる「社会課題」はココから！
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